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死会 ｢霊長所の発生 ･発達 ･加齢に関する研究｣
を平成11年12月9日･10日に開催し､有意義な
死去と活発な討論が行われた｡
本研究計画で行われた研究題目と研究者は以
下のとおりである｡
(平成9年度)
･盟長類大脳皮質のドー パミンによるシナップス
形成発達横柄の解明
岡戸信刀.添田 俊.首藤文洋
(筑波大 ･医)
･熊死サル生殖器を用いた旺生産の可能性の検討
細井英彦､入谷 明
(近畿大 ･生物理工)
･ニホンザルの登撃 ･下降運動の発達
茶谷 売 (大阪医科大)
･発達過程に見られるサル大脳皮質内神経細胞の
特性
山下晶子 (日本大･医)
･旧tli界ザルの細胞レベルにおける老化現象の研
死
消水祐子 (究京大 ･理)
･X線拍掛 こよるニホンザル腰椎の加齢変化に関
する研究
郡司的元 (京都大 ･理)
(平成10年度)
･霊長郁線維芽細胞における老化 ･不死化
捕水祐子(来京大 ･理)
･霊長規の血管の加齢
東野菰之､東野勢沖子
(奈良県立医大)
･老齢ザルにおける認知機能低下の特徴-前頭
葉 ･側頭葉に関する課題を用いて
久保南梅子(日本女子大 ･人間社会)
土田順子 (京都大 ･理)
･霊長類大脳皮質における領野特異的遺伝子発現
の発生 ･発達にともなう変化
渡我部昭哉､栃谷史郎
(基礎生物研)
･霊長切大脳皮円のドー パミンによるシナップス
形成発達機桐の解明
岡戸信男､工藤信一､林明日香
(筑波大 ･医)
･pQCTによるニホンザル腰椎の骨密度の加齢変
化に関する研死
郡司的元(京都大 ･理)
･骨密度計測昏詩(DQCT)によるニホンザル前腕
の骨密度の加齢に関する研究
対地寮弘 (京都大 ･理)
･ニホンザルの韮撃 ･下降運動の発途
茶谷 燕 (大阪医科大)
･サル死体生Wl署bn由来配偶子をmいた旺生産の検
討
細井英彦､入谷 明
(近絶大 ･生物理工)
(平成11年度)
･老齢ザルにおける認知機能低下の特徴一前頭
桑 ･側頭葉に関する課頓を用いて
久保南梅子(日本女子大 ･人間社会)
･霊長類の血管の加齢
東野菰之､東野勢相子(奈良県立医大)
･霊長類大脳皮Tlにおける田野特光的迫伝子発現
の発生 ･先達にともなう変化
波我部昭弘 栃谷史郎,小松勇介
(基礎生物研)
･サル死体生荊詑由来配偶子を用いた艦生産の検
討
細井英彦､入谷 明(近畿大 ･生物理工)
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